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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録  

 

１．会議日時 

  令和２年６月１２日（金）午前１０時 ０分 開会 

              午後 １時４８分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 嶋野浩一朗 副委員長 楢村 一臣   委  員 安 藤  薫 

  委  員 村上 英明 委  員 渡辺 慎吾   委  員 三好 俊範 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山 一正  教育長 箸尾谷知也 

教育次長兼教育総務部長 北野 人士  同部参事 野本 憲宏 

同部参事兼生涯学習課長 早 川  茂  教育政策課長 松田 紀子 

学校教育課長 河平 浩一  同課参事 武田 進介 

同課参事 山根 隆寛  教育支援課長兼教育センター所長 藤山  京 

次世代育成部長 小林 寿弘   同部参事兼子育て支援課長 石原幸一郎 

こども教育課長 浅田 明典  出産育児課長 有場  隆 

上下水道部長 末永 利彦  同部参事兼水道施設課長 樫本 宏充 

経営企画課長 谷内田 修  料金課長 柳瀬 哲宏 

下水道事業課長 竹下 博和 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 溝 口 哲 也  同局書記 速 水 知 沙 

 

１．審査案件（審査順） 

議案第３７号 令和２年度摂津市一般会計補正予算（第４号）所管分 

議案第６０号 摂津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め 

る条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第６３号 摂津市重度障害者の医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条

例制定の件所管分（第 1条（摂津市重度障害者の医療費の助成に関す

る条例の一部改正）以外に関する部分） 
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議案第６１号 摂津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基 

準を定める条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第６２号 摂津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

の一部を改正する条例制定の件 

議案第３８号 令和２年度摂津市水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第６６号 摂津市水道事業の給水等に関する条例の一部を改正する条例制定 

の件 

議案第６８号 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪 

広域水道企業団規約の変更に関する協議の件 
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（午前１０時 開会） 

○嶋野浩一朗委員長 ただいまから文教

上下水道常任委員会を開会いたします。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

本会議に引き続きまして、今日は委員会

をお持ちいただき、大変ありがとうござい

ます。本日は、先日の本会議で当委員会に

付託されました８件の議案について、ご審

査をいただきますが、何とぞ慎重審査の上、

ご可決いただきますようよろしくお願い

いたします。 

一旦退席します。  

○嶋野浩一朗委員長 挨拶が終わりまし

た。 

本日の委員会記録署名委員は、安藤委員

を指名いたします。 

審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおり行うことに異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 異議なしと認め、そ

のように決定いたします。 

暫時休憩いたします。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○嶋野浩一朗委員長 再開します。 

議案第３７号所管分の審査を行います。 

 本件について、補足説明を求めます。 

 北野教育次長。 

○北野教育次長 議案第３７号、令和２年

度摂津市一般会計補正予算（第４号）のう

ち、教育総務部が所管しております事項に

つきまして、目を追って補足説明をさせて

いただきます。 

 初めに、補正予算書４ページにございま

す、第２表繰越明許費をご参照ください。 

 款９教育費、項５社会教育費、公民館施

設改修事業につきましては、新型コロナウ

イルス感染症拡大に伴い、工事計画変更の

必要性が生じ、その全額を繰り越すもので

ございます。 

 次に、第３表債務負担行為の補正をご参

照ください。 

 小学校教育用コンピューター事業は令

和３年度から令和７年度までの期間、１億

７，７０３万５，０００円を限度額として

設定するものでございます。 

 同様に、中学校教育用コンピューター事

業は、８，７４５万３，０００円を限度額

として設定するものでございます。 

 次に、歳入でございますが、８ページ、

款１５国庫支出金、項２国庫補助金、目５

教育費国庫補助金は、国の補正に伴う学校

保健特別対策事業費補助金及び情報機器

整備費補助金でございます。 

 次に、１０ページ、款２０諸収入、項４

雑入、目２雑入は、保護者負担軽減を目的

とし、６月から８月において、小学校給食

費を無償とすることに伴う減額及び中学

校給食において、１０食分の喫食費用を負

担することに伴う減額でございます。 

 次に、歳出でございますが、１８ページ、

款９教育費、項１教育総務費、目４教育指

導費は夏休みの短縮に伴う会計年度任用

職員の報酬、中学校３年生を対象とした夏

期及び冬期講習の学習指導委託及び全中

学３年生に実用英語技能検定を受検する

ための検定料負担金でございます。 

 ２０ページ、項２小学校費、目１学校管

理費は、ＧＩＧＡスクール構想に伴う情報

機器整備費補助金が見込めることに伴い、

全小・中学生に一人１台の端末を整備する

とともに、ＩＣＴ支援、電子黒板機能付大

型掲示装置を整備するための経費等でご
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ざいます。 

 目３保健衛生費は、小学校における新型

コロナウイルス感染症対策に伴う経費で

ございます。 

 目４学校給食費は、夏休みの短縮に伴う

給食実施日の増加に伴う経費でございま

す。 

 項３中学校費、目１学校管理費は、小学

校と同様に、情報機器整備費補助金が見込

めることに伴い、端末等のＩＣＴ環境を整

備するための経費でございます。 

 ２２ページ、目３保健衛生費は、中学校

における新型コロナウイルス感染症対策

に伴う経費でございます。 

 目４学校給食費は、夏休みの短縮に伴う

給食実施日の増加に伴う経費でございま

す。 

 以上、令和２年度摂津市一般会計補正予

算（第４号）の補足説明とさせていただき

ます。 

○嶋野浩一朗委員長 小林次世代育成部

長。 

○小林次世代育成部長 議案第３７号、令

和２年度摂津市一般会計補正予算（第４号）

のうち、次世代育成部が所管しております

事項につきまして、目を追って補足説明を

させていただきます。 

 初めに、歳入でございます。 

 ８ページ、款１５国庫支出金、項１国庫

負担金、目１民生費国庫負担金は、私立幼

稚園児に対する施設等利用給付費負担金

を増額するものでございます。 

 款１５国庫支出金、項２国庫補助金、目

２民生費国庫補助金は、新型コロナウイル

ス感染症対策に伴う経費に対する子ども・

子育て支援交付金及び保育対策総合支援

事業費補助金を増額するものでございま

す。 

 款１６府支出金、項１府負担金、目１民

生費府負担金は、私立幼稚園児に対する施

設等利用給付費負担金を増額するもので

ございます。 

 １０ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目８教育費府補助金は、新型コロナ

ウイルス感染症対策に係る経費に対する

大阪府教育支援体制整備事業補助金でご

ざいます。 

 次に、歳出でございます。 

 １６ページ、款３民生費、項２児童福祉

費、目１児童福祉総務費は、ファミリーサ

ポートセンター、つどいの広場及び民間保

育所などに対する新型コロナウイルス感

染症対策に伴う経費でございます。 

 目２児童措置費は、子育て世代応援施策

に伴う商品券等の発行に対する経費でご

ざいます。 

 目３児童福祉施設費は、公立保育所にお

ける新型コロナウイルス感染症対策に伴

う経費でございます。 

 款４衛生費、項１保健衛生費、目３母子

衛生費は、乳児家庭全戸訪問業務などに対

する新型コロナウイルス感染症対策に伴

う経費でございます。 

 ２２ページ、款９教育費、項４幼稚園費、

目１幼稚園管理費は、公立幼稚園及びべふ

こども園に対する新型コロナウイルス感

染症対策に伴う経費でございます。 

 目２教育振興費は、私立幼稚園児の増加

に伴う、施設等利用給付費負担金の増額で

ございます。 

 以上、議案第３７号、令和２年度摂津市

一般会計補正予算（第４号）の補足説明と

させていただきます。 

○嶋野浩一朗委員長 説明が終わり、質疑

に入ります。 

 三好委員。 
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○三好俊範委員 おはようございます。 

それでは、補正予算について、数点お伺

いをしてまいります。 

 まず、２０ページです。ほとんど今回の

補正予算は新型コロナウイルス感染症対

策に関連した分になっています。特に、昨

年の新型コロナウイルス感染症が大きく

なる前に国会が補正を組んだ分で、小・中

学校のＰＣネットワーク環境整備、タブレ

ット端末の配備をしていくというふうに

聞いておりますが、状況というのは前回の

委員会のときから大きく変わってきてい

るかと思います。 

 その中で、今後訪れる可能性がある新型

コロナウイルス感染症の第２波の対応と

しても大変重要となるこのＩＣＴの対策

ですが、改めまして現状の進行状況と他市

との比較、そして、現状の課題についてお

伺いしていきたいなと思います。 

 続きまして、小学校、中学校の給食費無

償化です。ここについては改めて一度詳し

く内容のほうを教えていただければなと

思います。 

 続きまして、小・中学校の保健衛生費、

消耗品費について、これも内容について教

えてください。 

 続きまして、幼稚園費の施設等利用給付

費負担金です。新型コロナウイルス感染症

対策で国からの補助金が下りている分を

お配りするというふうに聞いていますが、

その内容についてお伺いいたします。 

 続きまして、１６ページ、児童福祉総務

費の負担金、補助及び交付金ですね、病後

児保育事業補助金と一時預かり事業補助

金、民間保育所等運営費補助金、これは全

部新型コロナウイルス感染症対策への補

助金等々からの分だと思うんですけど、内

容についてこれも改めてお伺いいたしま

す。 

 続きまして、児童措置費ですか、役務費

の通信運搬費、１万円の商品券を子どもが

いる家庭にお配りするというふうに聞い

ております。改めまして、その内容とお配

りする期限ですね、タイムスケジュールを

ちょっとお伺いしていきたいと思います。 

 最後、４ページ、公民館施設改修事業で

す。これも新型コロナウイルス感染症の拡

大前から考えられていた部分で、遅れが出

ていると思います。その状況の変化につい

て。施設を利用されている方もいらっしゃ

います。現状、止まっていたわけですけど

も、今後の見通しについて、どうお考えか

お聞かせください。 

 １回目は以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 タブレット端末は、

本年度中に全台配備できるよう準備を進

めているところでございます。具体的には、

どのような端末にするかの選定や、端末に

入れる授業支援ソフトの内容などの選定

する準備を進めているところでございま

す。 

また、他市との比較ですが、他市も同じ

く本年度で配備できるように準備を進め

ているところでございます。 

 最後に、現状の課題といたしましては、

タブレット端末をいかに早く、導入するこ

とができるかが課題となっております。 

○嶋野浩一朗委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 それでは、教育政策

課にかかります２点のご質問に答弁させ

ていただきます。 

小・中学校給食事業についてでございま

す。まずは、小学校給食の無償化について

でございます。４月、５月の臨時休校に伴

い、授業時数確保のため、夏休みを短縮す
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る予定でございます。本来夏休みであった

その期間の登校日については、給食の実施

をさせていただき、４月、５月のかわりに

７月、８月分は保護者支援ということで給

食費を無償化したいと考えております。ま

た、６月につきましては、一部が簡易給食

であったことなどから、無償とさせていた

だき、結果として、学校再開後の６月、７

月、８月の給食を無償にしたいと考えてお

ります。 

次に、中学校給食につきましては、本来

夏休み期間であった日で、お弁当が必要な

日数が１０日ほどございますので、その１

０日分を支援するということでございま

す。ただし、利用期間につきましては、７

月、８月に限らず、今年度いっぱいという

ことで実施の予定でございます。 

また、保健衛生費の消耗品費につきまし

ては、非接触型体温計やマスク、液体石鹸

や手指消毒剤、次亜塩素酸ナトリウム等消

毒剤等の衛生関係の消耗品にかかる費用

でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に関わりますご質問にお答えいた

します。 

まず、予算書２２ページ、２３ページの

施設等利用給付費負担金についてでござ

います。こちらは、新型コロナウイルス感

染症対策ではなく、子ども・子育て支援新

制度未移行の私立幼稚園に通う子どもの

保護者に対して、幼児教育・保育の無償化

として給付する負担金でございます。当初

予算では、令和元年度の私立幼稚園に通う

園児数をもとに予算額を計上していまし

たが、今年度に入り、その園児数がふえた

ため、増額の補正するものでございます。 

次に予算書１６ページ、１７ページの児

童福祉総務費の各種補助金についてでご

ざいます。こちらにつきましては、新型コ

ロナウイルス感染症対策として、民間保育

所等が実施する病後児保育、一時預かりや

民間保育所等の保育の部分に必要な衛生

用品や備品を購入するための補助金で、国

負担１０分の１０の補助金を歳入として

計上しております。 

○嶋野浩一朗委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 セッピィ子育

て応援商品券でございますが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受けている子育

て世帯の生活を支援すること、地域経済の

活性という視点で支給するものでござい

ます。対象者は、令和２年６月分の児童手

当本則給付の受給者で、約１２，５００人

を見込んでおり、対象児童一人当たり１万

円分を支給します。本事業は、産業振興課

と連携して行う事業となっており、子育て

支援課では、対象者の抽出と発送業務を担

当いたしますので、郵便料金等の予算を計

上しております。スケジュールとしまして

は、補正予算がご可決いただけましたら、

産業振興課で、商品券を使用できる事業者

の募集、商品券、ポスターの発注業務を行

っていただき、８月下旬に対象者に商品券、

チラシ等を簡易書留で発送いたします。商

品券の利用期間は、９月１日から令和３年

２月末まででございます。 

○嶋野浩一朗委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 安威川公民館改

修工事についてお答えします。 

 安威川公民館改修工事については、当初

６月議会に上程、７月から来年２月の工期

を予定しておりましたが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で延期となりました。 

 工期については、早急な対応が必要であ

りますので、工事ができるようになれば即
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座に対応してまいります。 

 また、公民館については、現在６月１日

より利用制限を設けて開館しております。 

○嶋野浩一朗委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 家庭で学習する際、勉学

以外の使用をされると意味がなくなって

しまうと思いますが、そのあたりの課題を

クリアできるのか、また、自宅でタブレッ

トを活用できるのか教えて下さい。 

小学校給食費の無償化についてです。長

い自粛期間の中で家庭の食費が上がり、保

護者への経済的負担、さらに子どもの栄養

バランスが懸念される現状だが、そこをク

リアするために無償化を延長する考えは

ないのか。また、中学校給食の予約システ

ムについて、周知の仕方はどうしているの

か。無償の１０日分を延長する考えはない

のか。併せて喫食率向上への対策について

どうお考えか。中学校給食は、取りに行く

時間や返す時間が懸念される。そのあたり

の考え方で、一斉にみんなが食べる時間を

作っていってもいいのではないか。 

また、ネグレクトの問題も登校する機会

が減り、見えにくくなりつつあると思うん

です。子ども食堂なども自粛の影響ででき

なくなっています。そういうところの調査

は必要だと思うし、カウンセラーなども有

効に使い、流動的に動けるよう指導し、仕

組み作りもお願いしたいです。 

次に、消毒液の活用方法について。教室

前等に設置するとのことだが、例えば給食

の前に机を消毒するなどの対策は考えて

いるのか。 

教育振興費の施設等利用給付費負担金

の内容については、了解しました。 

児童福祉総務費の補助金申請のために

備品購入について、領収書を相手からもら

うのか、また、補助金が余った場合の対応、

事務の流れについても教えて下さい。 

次に、商品券について。１２，５００人

対象で、所得制限を設けているとのことだ

が、対象外は何人いるのかと、今回の制度

設計に至った経緯について教えてくださ

い。 

また、賛成討論の際に、高校生のアルバ

イト代を家計の足しにしている家庭もあ

るので、これから新型コロナウイルス感染

症対策の際には、子育て世帯の定義を中学

生までの家庭に限定しないようにしてい

ただきたいと言いましたが、それが反映さ

れていません。今回はスピードを重視する

こともあって仕方がないが、次回から拡大

するよう要望します。 

公民館改修工事について、１２月から新

型コロナウイルス感染症の第２波のおそ

れがある中、また工期の変更等がでたら、

施設はどの程度まで利用可能なのか。利用

者への影響等についてどう考えているの

か、お教えください。 

○嶋野浩一朗委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 タブレット端末の

導入については、９月には第一段階として

導入し、まず、中学３年生、小学６年生を

優先的に行うことを考えております。その

後、小・中学校ともに高学年から順次導入

していきたいと考えております。 

また、タブレット端末の活用法は、学校

の授業での活用はもちろんのこと、家庭へ

貸与し活用することも考えております。内

容としましては、いわゆるドリル学習など

の家庭学習や基本的生活習慣の維持のた

めの健康観察、双方向でのオンライン授業

や学習支援動画等に活用できればと考え

ております。 

○嶋野浩一朗委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 小・中学校の給食の
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無償化の延長についてでございます。新型

コロナウイルス感染症につきましては、本

年度中に第２波・第３波か来るのか、それ

とも収束していくのか、今後どうなってい

くのかが不明でございますので、現段階で

できる範囲の支援をと考えております。 

中学校給食の予約の周知につきまして

は、議決がございましたらすぐに生徒にプ

リントを配布するとともに、ホームページ

などで周知の予定でございます。また、こ

の１０回分の提供で、普段は食べていない

お友達と予約し、一緒にお弁当を受け取り

にいっていただいて一緒に食べていただ

きたいと思っております。例年の年度当初

の喫食状況に比べ、本年度の予約状況が、

あまりよくなかったため、この１０回分の

提供をきっかけに、今後の喫食率の向上に

つなげたいと考えております。 

次に、消耗品の活用方法につきましては、

現在、給食の前後の手洗いを徹底するよう

に指導しております。石鹸で手洗いをし、

手洗いができないときにはアルコールジ

ェル等の手指消毒剤を用いるところでは

ございますが、アルコールにつきましては、

文部科学省の「学校の新しい生活様式」に

おいて、手荒れの心配があったりするよう

な場合は、流水でしっかり洗うなどして配

慮を行うという記載がございます。やはり、

アルコールについては、強制的に使用させ

ることはできません。今後、給食当番など

は手洗いの後になるべくアルコールジェ

ルを用い、洗い流すなど、対応をしてまい

りたいと考えております。 

消毒についてでございますが、６月４日

付の国の通知では、消毒は、児童・生徒等

がよく手を触れる個所、ドアノブ、手すり、

スイッチなどや共用物は１日に１回以上

行うとございます。従いまして、給食前の

机の消毒は、特には行っていない次第でご 

ざいます。 

○嶋野浩一朗委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 こども教育課に

関わりますご質問にお答えいたします。 

 民間保育所等への新型コロナウイルス

感染症対策のための補助金についてでご

ざいますが、実績報告として、購入した物

品の領収書の写しを提出していただいた

のち、補助金額を確定させまして、交付さ

せていただきます。ですので、民間保育所

等において補助金が余るといったことは

ないと考えております。 

○嶋野浩一朗委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 セッピィ子育

て応援商品券でございますが、所得制限に

よる対象外の方は約６００人となってお

ります。所得制限は、児童手当に合わせて

おりまして、例えば、４人家族で扶養親族

が３人の場合では、収入額の目安として９

６０万円を超える世帯でございます。今回

の制度につきましては、保育所等の自粛要

請や学校の休校に伴う生活費の増加、子育

て世帯の中で離職や就職活動が困難な状

況が見受けられることなどから、子育て世

代の中心となる児童手当の受給者、児童手

当の対象となる子育て世代への制度とし

て設計したものでございます。 

○嶋野浩一朗委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 今回延期するに

あたり、延期が決まった時点でクラブ協議

会を開き説明を行い、延期のご理解をいた

だいております。今後についても、変更等

が確認できれば、直ちに工事の説明を行っ

てまいります。 

○嶋野浩一朗委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 タブレット端末は第２

波が来たら家庭で使用できる方向に持っ
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ていくのか、環境整備等の見込みについて

お教えください。 

次に、新型コロナウイルス感染症対策に

かかる自粛の状況下において、これまで給

食を食べていた子どもたちが自宅で昼食

を食べることとなり、家庭によっては子ど

もの栄養バランスが不安であることも考

えられ、給食の重要性が高まっています。

特に中学生の給食はもともと全員喫食で

ないので、学校再開後もその不安は解消さ

れにくいと考えられます。そういう子ども

に必要な栄養バランスに不安を抱えてい

る家庭がないのか、調べにくいところもあ

るかと思いますが、調査することを検討し

てもらいたい。これは要望とします。 

消毒液の校内での使用にあたって、肌が

弱い児童・生徒への対応について、どのよ

うに考えているのか。また、教室の机は本

当にきれいなのか。食事前の手洗いだけで

は不十分だと考えるので、指導も含め、し

っかりとした安全対策を要望します。 

補助金の対象となる備品の購入期限は

いつまでか。体温計等入手しにくい状況が

続いていると聞いています。 

商品券について、６００名が対象外とな

っているが、税金をたくさん納めている方

が恩恵を受けることができないのはいか

がなものか。子どもの年齢が高いほど家庭

の負担は重くなるので、次回までに検討す

ることを要望します。 

公民館の改修については了解しました。

今後も真摯な対応を要望します。 

○嶋野浩一朗委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 今回の補正予算で、

インターネット環境の整備が必要な家庭

に対して支援していくために、器具費とし

て貸与用モバイルルーターを、通信運搬費

としてその通信費を計上しております。こ

の度教育委員会が実施したインターネッ

ト環境調査では、約３％の家庭でインター

ネット環境がないと回答しておりました。

今回はその調査結果より、それらの家庭を

支援できるように予算計上しているとこ

ろです。 

 しかし、実際にどれだけの数が必要かは

わからないところがありますので、実際に

貸与する時には、保護者に申請書等で実数

を確認し、対応していきたいと考えており

ます。 

○嶋野浩一朗委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 民間保育所等へ

の新型コロナウイルス感染症対策のため

の補助金について、物品の購入期限という

ことでございますが、今年度中に納品され

る必要がございます。ただし、新型コロナ

ウイルス感染症対策としては、できるかぎ

り早期に購入していただき、感染対策を講

じていただきたいと考えております。 

○嶋野浩一朗委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 タブレット端末等の家

庭における使用方法については、よく検討

して、しっかりとした対応を要望します。 

商品券については、情報提供を随時しっ

かり行っていただくよう要望します。 

新型コロナウイルス感染状況下で求職

中の方の子どもの保育の期限が、６月から

８月末まで延長となったが、さらなる期限

延長を要望することを意見として述べさ

せていただきます。 

以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 ほか、ございますか。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは質問させていた

だきます。 

９ページ国庫負担金と府負担金の施設

等利用給付費負担金が増額になっている
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のは、民間幼稚園の入園児童数が予想を上

回りふえたためとのことですが、当初見込

みを上回った要因は何かお聞かせくださ

い。 

新型コロナウイルス感染症の第２波、第

３波、さらにインフルエンザなど他の感染

症の流行がかさなることが想定されます。

今回、児童福祉費、保健衛生費、小学校費、

中学校費、幼稚園費において、新型コロナ

ウイルス感染症対策としてマスク、消毒液

等の消耗品費、空気清浄機など庁用器具費

が増額されていますが、この際、インフル

エンザなどの感染症にも対応する必要が

あるのではないかと思いますが、今回の補

正予算に含まれているのかどうなのか。 

４ページの債務負担行為は、市内小・中

学生全員にタブレットパソコンを配布す

るため５年リース契約を行うために設定

されたとのことですが、限度額設定の根拠

についてお教えください。 

 ２１ページ、２２ページのＰＣネットワ

ーク構築委託料とＩＣＴ支援委託料につ

いて内容をお教え下さい。 

債務負担行為のタブレットパソコンの

購入を含め、多額の契約となります。すべ

て小・中学校での一連の教育環境の整備と

いうことで契約形態も問われてくると思

います。１日も早い現場への提供をはかる

スピード感も大事ですが、契約の透明性、

公平性が担保されなければなりません。そ

の点についてどのように考えているのか

お聞かせください。 

全児童・生徒に配布されるタブレットパ

ソコンの運用について、リモート学習が各

家庭で可能なのか。学校間、教員間、家庭

間で格差をなくす必要がありますが、その

ことについての考え方をお伺いします。 

次に、２１ページ学習指導委託料は、摂

津ＳＵＮＳＵＮ塾の増額とのことですが、

その内容についてご説明ください。 

同じく２１ページ、実用英語技能検定料

負担金についてご説明ください。 

次に、給食について、小学校給食費６月

から８月分を無償にすることは評価でき

ることです。３か月間の無償化にかかる市

の負担額はどのぐらいになるのでしょう

か。  

 また、中学校給食では１０食分を無償提

供されるとのことですが、そちらについて

も市負担分はどのぐらいになるのでしょ

うか。 

それから、４月から５月の学校休校中、

直営校、民間委託校の調理員は研修、清掃

などで勤務を継続し、委託事業者に委託料

を支払っていると聞いています。そうであ

るならば、休校期間中の学童保育や居場所

として登校した児童等に対して希望に応

じて給食を提供できたのではないでしょ

うか。実際に、休校中も給食を提供した自

治体があると聞いています。子どもの貧困

対策という観点から「食の保障」として大

切だと思うのですが、第２波等で再び学校

休校になった際のことも含め、どのように

考えているのかお聞かせください。 

○嶋野浩一朗委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に関わりますご質問にお答えいた

します。 

 子ども・子育て支援新制度未移行の私立

幼稚園の園児数が増加した要因というこ

とでございますが、昨年１０月から開始さ

れました幼児教育・保育の無償化により、

保育が必要な子どもの施設として、預かり

保育を実施している幼稚園を選ばれる方

がふえたためであると考えております。ま

た、４歳からの２年保育を考えておられた
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方が、３歳から保育料無償化ということで、

１年前倒しで入園された方が多くおられ

たと推察しております。 

○嶋野浩一朗委員長 有場課長。 

○有場出産育児課長 児童福祉総務費の

うち、ファミリーサポートセンターと地域

子育て支援拠点は出産育児課で所管して

いますので、私から答えさせていただきま

す。 

新型コロナウイルス感染症につきまし

ては、いつまで続くか予想は困難でござい

ますが、毎年１２月頃から流行する季節性

のインフルエンザなど、子どもに関しては

年間を通じて様々な感染症が想定され、こ

うしたことも踏まえて感染防止対策を取

っていく必要があると考えております。 

昨年末頃から新型コロナウイルス感染

症について頻繁に報道されるようになり、

本市でも今年に入って一早く対策本部を

設置し、手指消毒液の配置等、様々な対策

を取ってきたところでございますが、こう

した取り組みが全国的になされ、国民の意

識も変わってきたことから、結果としてイ

ンフルエンザなどの感染症も大きく減少

いたしております。 

このようなことから、新型コロナウイル

ス感染症の感染防止対策は、他の感染症の

防止にも効果を表すことが明らかになっ

ておりますので、今後におきましても、新

型コロナウイルス感染症以外の感染症も

意識しつつ、対策に努めてまいりたいと考

えております。 

○嶋野浩一朗委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 この債務負担行為

については、財政負担を平準化するために

行っております。その積算根拠としては、

まず、月額として小学校では端末のリース

代が約１６０万円、ＩＣＴ支援の委託が約

１４０万円で計約３００万円、中学校では

端末のリース代が約８０万円、ＩＣＴ支援

の委託が約７０万円で計約１５０万円と

なっております。その月額を、導入された

期間の５年間で乗じて算出したものにな

っております。 

 次に、ＰＣネットワーク構築委託料につ

いては、令和元年度の３月補正から繰越し

となっております各学校の高速大容量ネ

ットワークとした校内ＬＡＮとタブレッ

ト端末や小学校では電子黒板機能付きの

大型提示装置とをつなぎ導入するもので

す。 

また、ＩＣＴ支援委託料については、タ

ブレットの中に導入する授業支援ソフト

とその導入や授業での活用方法について

サポートする支援員の委託料となってお

ります。 

タブレット端末の整備については、第２

波、第３波のことも考えるとできるだけ早

くに届けたいと考えております。契約につ

いては、公平性等を担保するためにも、担

当課である財政課と協議していきたいと

考えています。 

タブレット端末を活用した家庭学習に

ついては、家庭間格差ができないように、

全家庭でできるように整備していきたい

と考えております。また、学校間や教員間

での格差ができないように、タブレット端

末の授業支援ソフトについてできるだけ

活用しやすいものを導入したいと考えて

おります。全教員のＩＣＴ活用能力向上の

ためには、まず市内でリーダー教員を育成

して、そのリーダー教員が模擬授業や研究

授業などを行うことで、全教員が指導方法

を学び、活用できるようにしていきたいと

考えております。 

次に、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の増額につい
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てです。高校入試を控えた中学３年生を対

象に、８月の１６日間、国語、数学、理科、

社会、英語の５教科を、学校を会場として

夏期講習を実施したいと考えております。 

○嶋野浩一朗委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 実用英語技能検定

料負担金について、ご説明します。市内中

学校に在籍する３年生を対象に、実用英語

技能検定、いわゆる英検３級の検定料を市

が全額負担するものです。市内に６７０人

が在籍しておりますが、希望者が受験いた

します。英語が苦手な生徒は４級を受ける

ことや、既に３級を取得している生徒の場

合は準２級や２級の受験も可能としてお

ります。 

○嶋野浩一朗委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 それでは、教育政策

課にかかりますご質問に答弁させていた

だきます。 

新型コロナウイルス以外の通常の感染

症等についてでございます。マスクや手指

消毒剤などの衛生関係品につきましては、

新型コロナウイルス対策であるとともに

その他の感染症についても役立つもので

あると考えております。また、感染症対策

としては、手洗いや手指を消毒しても、そ

れだけで１００パーセントの予防になる

というのは難しく、子ども達の免疫力、体

力が大事であるとうかがっております。こ

れまでも学校保健といたしましては、好き

嫌いなく食べ物を食べる、外出した際には

手洗いうがい、早寝早起きなどと啓発を行

ってまいりました。特に睡眠は大切である

ため、子ども達自身がそのことを理解し、

スマホやゲーム等で夜更かしすることが

ないよう、生活習慣の大切さなども、学校

現場とともに発信をしてまいりたいと考

えております。 

小学校給食の無償化にかかります費用

につきましては、歳出ベースで申しますと、

２，６１３万１千円となっております。中

学校給食につきましては、２，０１３万２

千円、合計４，６２６万３千円でございま

す。 

学校給食につきましては、学校が開校し

ているからこその学校給食であり、臨時休

校中に給食のみ実施するものではないと

考えております。また、子どもの貧困の視

点で何かできないかということでござい

ますが、新型コロナウイルスが蔓延してい

る中では難しいのではないかと考えてお

ります。実際に子ども食堂等も３密を避け

なければならない中で、中止をせざるを得

ない状況であったとうかがっております。 

○嶋野浩一朗委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 私立幼稚園入園児がふえ

ていることについて、定員や配置基準など

の把握と安全確保の観点からの市の関与

が必要ではないかと思いますがいかがで

しょうか。 

また、公立幼稚園の廃止など選択肢が狭

められてきた状況で、保育所待機児童の受

け皿になっている状況などのリアルな実

態をつかんでおく必要があると考えます。

その点について見解をお聞かせください。 

新型コロナウイルス感染症対策、インフ

ルエンザ等感染症への備えについて、手洗

い、うがい、ソーシャルディスタンスなど

新しい行動様式が求められており、従来か

らの課題でもある虫歯、口腔崩壊予防のた

めフッ化物による洗口などの指導も検討

すべきだと考えます。 

 また、民間子育て施設に対しても新型コ

ロナウイルス感染症対策のための補助金

予算がつきました。消耗品・備品購入、補

助金支給の増額をしたから「よし」とせず、
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現場に寄り添い、必要な支援を今後も追加

していくよう求めます。先般、ある団体が

手作りの子ども用マスク数百枚を学童保

育室へ寄付したいと、子育て支援課に申し

入れたが、「すでに十分な予算がつきマス

クも足りているので他に回すように」と断

られた。しかし、学童の保護者に聞くと「不

足している」「ありがたい」とのことで、

直接保護者会に寄付された。現場の声がし

っかり届いていない可能性も感じたので

留意願いたい。 

タブレットＰＣなどＩＣＴ活用におけ

る様々な契約について、ＩＣＴは技術革新

が早いので、学習ソフトも日々更新される

ことが予想され、５年という固定化された

契約の中でどのように対応するのかなど、

しっかりとした検討が必要だと思います。

業者任せでブラックボックス化にならな

いように発注者である教育委員会が主体

的に契約内容を精査し専門性、透明性、公

平性が図られるようにすべきだと考えま

す。 

摂津ＳＵＮＳＵＮ塾は、今年度より対象

学年に中学２年、中学３年を、科目は国語

を追加し実施予定でした。新型コロナウイ

ルス感染症対策により学校休校していま

したが、今年度の実施を今後どのように行

っていくのかお聞かせください。 

実用英語技能検定は中学３年生の英検

検定料を市が負担し、中学校３年生が獲得

すべき英語能力の到達度をはかる英検３

級検定試験で生徒の英語学習の動機付け

にしたいとのことです。国語、数学では摂

津ＳＵＮＳＵＮ塾と受験を控える中学３

年生への対応は理解しているところです。 

 一方、長期休校明けの児童・生徒の生活

リズムの確立、不登校いじめなど課題のあ

る児童・生徒へのケアが求められつつも、

不足する授業時数をどのように確保する

のか。学習保障も重要ですが、学校生活に

欠かせない行事、楽しみにしている夏休み

なども短縮されるようですが、そのあたり

の考え方をお伺いします。 

 また、教員の過重負担がさらに大きくな

ることについて危惧しております。さまざ

まな課題が凝縮されて学校現場にのしか

かっており、そのうえ、消毒や給食指導な

ど感染予防の負担も追加され、小規模校へ

の人的支援など必要と考えるが、市教委と

しての対応をお伺いします。 

文部科学省初等中等教育局健康教育・食

育課の令和２年５月１９日付事務連絡で、

「新型コロナウイルス感染症対策として

学校休校していた期間、例外的に学校給食

が実施されたとみなし、就学援助費の給食

費相当分は支給してもよい」とされていま

す。今年度の最初の支給は８月でまだ間に

合います。４月から５月分の学校給食相当

分を就学援助として支給すべきではない

かと思いますが、いかがでしょうか。 

１回目の質問から漏れてしまいました。

１７ページの児童措置費、児童手当受給者

に対し新型コロナウイルス感染症に対す

る摂津市独自の支援策として支給する、一

人１万円の商品券についてお聞きします。

国の支援策として６月に児童手当受給者

へ１万円支給した際、事前に郵送で給付金

の受け取りの意思確認を行ったが、今回の

商品券についても意思確認を行うのかど

うなのか。また、現金とは異なることから

郵送での支給となると思いますが確実に

家庭に届けるための手立てについて、どの

ようにお考えでしょうか。 

このところ、緊急事態宣言解除、学校再

開と新型コロナウイルス感染症の拡大は

一旦落ち着いているが、市民生活の大変さ
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は今後さらに深刻になるのではないかと

危惧しているところです。とりわけ、子育

て世帯について、見えにくい貧困状況のも

と、子どもへのしわ寄せが最も心配されま

す。経済的な余裕の少ない子育て世帯への

さまざまな支援策が講じられてきている

が、親の失業、倒産、収入減などのよる生

活困窮、家族関係のこじれなどにより、こ

れまで課題のあった子どもたちとともに、

一人一人を注視しなければなりません。何

に困っているのかなど把握してきめ細か

な対応が必要です。子どもの貧困問題で

「実態調査」を求めてきましたが、あらた

めて、今、子育て世代の実情、貧困の実態

の把握のためにアンケートなど調査を行

うべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

○嶋野浩一朗委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 こども教育課に

関わりますご質問にお答えいたします。 

子ども・子育て支援新制度未移行の私立

幼稚園への市の関与についてでございま

す。私立幼稚園の認可や指導・監督の権限

は大阪府にございます。本市に、指導や監

督の権限はございませんが、定員数や在籍

の園児数などは把握しております。全ての

園が定員内の園児数でございまして、設備

や運営の基準についてもしっかり遵守し

ていただき、運営していただいていると認

識しており、大阪府からも指導や指摘があ

ったというような連絡もいただいており

ません。 

今後も引き続き大阪府と連絡を取って

まいります。 

○嶋野浩一朗委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 現在、通常の摂津Ｓ

ＵＮＳＵＮ塾については、５月の分散登校

の時期に１回目を、６月に入り２回目の案

内を、学校を通して各家庭に配付しており

ます。入塾希望の方は、直接Ｗｅｂより申

請を行うこととなっております。なお、６

月末から入塾希望者に面談を行い、７月開

始をめどに準備を行っているところでご

ざいます。 

また、各会場の定員は、その学年の１割

ほどの人数を想定しておりますが、定員を

超えて申し込みがあったとしても、１５名

の指導者がおりますので、会場の指導者の

人数配分を変えることで対応できるよう

にしていきたいと考えております。 

○嶋野浩一朗委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 委員がご指摘のと

おり、授業時数の確保とともに、学習の効

率化や生徒の学習への動機付けが大変重

要となっております。今回の休校が長期間

となりましたが、中学３年生には１０月初

旬に行われる英検の合格を高等学校入学

者選抜までの中間目標として頑張っても

らえたらと考えております。１０月２日金

曜日または３日土曜日、１１日日曜日の 3

日間で学校が選択した日時で実施いたし

ますので、学校の負担は大きいものですが、

昨年度も中学校３校で英語科教員の努力

によって学校実施が行われています。教育

委員会といたしましても、学校に既に配置

している支援人材を活用するなど、学校の

負担軽減に努めたいと考えております。 

○嶋野浩一朗委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 就学援助について、

でございます。就学援助につきましては、

経済的理由により、就学が困難な小・中学

校の児童生徒の保護者に対し、学校給食費

等の援助を行うものでございます。例えば、

給食費が払えないために学校に行けない

などということがないようにするための

ものでございますので、支給については検

討をしておりません。ただし、今回、４月、
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５月の学校休校中に、保護者のみなさまが

ご家庭で昼食を用意することが、経済的負

担や一日中食事の準備に追われていた等、

大変であったというお声があるとは認識

しております。そのため、４月、５月の２

か月分について、 ７月、８月の、本来、ご

家庭で昼食を準備していただく夏休みの

２か月分、また６月分もあわせて無償とさ

せていただく次第でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 セッピィ子育

て応援商品券でございますが、商品券等は

簡易書留で郵送いたします。受け取りの意

思確認につきましては、意思確認のための

書類や期間を設けることは考えておりま

せん。 

次に、実態調査のアンケ―トでございま

すが、子ども・子育て支援事業計画時のア

ンケートや、学習状況等の家庭の状況調査

や、ひとり親家庭の現況届時の面談など

様々な形で情報収集を行っており、あらた

めてアンケートを実施する予定はござい

ません。 

○嶋野浩一朗委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは３回目の質問を

します。 

給食費の就学援助費支給について文部

科学省の事務連絡では、準要保護世帯にも

適用可能とされているが、市単費で実施す

る考えはないのかどうなのか。 

今回の新型コロナウイルス感染症の影

響で学校生活への負担や学力保障の問題、

また、中学３年生は高校入学試験が来年に

控えておりますが、他府県では入学試験の

出題範囲を狭めることを検討していると

の情報もあります。大阪府においても入学

試験の出題範囲を狭めることができない

ものか、以上のことについて教育長にお答

えいただきますようお願いします。 

○嶋野浩一朗委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 学校給食費で

ございますが、国の通知は、生活保護世帯

に対しまして、学校休校中の４月、５月の

学校給食が実施されたとみなし、要保護者

に給食費相当額を支給する場合、要保護児

童生徒援助費補助金の対象として差し支

えないという内容であり、その趣旨を鑑み

て、準要保護世帯につきましても、地域の

実情に応じて対応を考えて欲しいという

ものでございます。これまで、新型コロナ

ウイルス感染症対策としまして教育委員

会では、ひとり親家庭への５万円の支援、

児童手当受給世帯への１万円の支援、今回

の商品券や給食費の無償化など様々な施

策を実施提案しておりますことから、就学

援助の給食費の４月、５月分の支給につい

ては、予定はございません。 

○嶋野浩一朗委員長 教育長。 

○箸尾谷教育長 今回の新型コロナウイ

ルス感染症については、これまで誰も想定

していなかった事柄であり、子どもたちや

保護者も大変不安に感じておられること

と思います。そのような中で、学校として、

子どもたちの安全・安心をどのように確保

するのか、また、およそ３か月間学校が休

校であったその授業の回復をどのように

するのかが子どもたちや保護者の方が心

配しておられることと思います。 

感染症予防については、現在も実施して

おります、検温や手洗い、消毒、換気等を

徹底するとともに、感染予防の観点からの

授業の仕方についても教育委員会から各

学校で指示をしているところです。 

また、新型コロナウイルス感染症対策の

ために増加する教職員の負担軽減につい

ては、学習指導員等の配置などの国の補正
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予算が成立したことを受け、市としてもあ

らためて予算化するよう要望していきた

いと考えております。 

さらに、学力保障としては、とりわけ進

路を控える中学校３年生を対象に摂津Ｓ

ＵＮＳＵＮ塾を各中学校で開催していき

たいと考えており、また、授業の回復につ

きましては、教育委員会からは長期休校の

短縮を示しておりますが、それ以外に、朝

の時間をモジュールとして活用する方法

や水曜日の６時限目の授業を行う方法、ま

た、７時限目授業を導入する方法等を例示

しており、各学校で学校行事の重点化も含

めて議論の上、回復方法についてきちんと

児童生徒、保護者に示すように指導してお

ります。 

入学試験の範囲を狭めることについて

は、新聞報道等によりますと大阪府は現在

検討中で、６月中には一定結論を出す予定

であると聞いております。 

 以上でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 暫時休憩いたしま

す。 

（午前１１時５８分 休憩） 

（午後 ０時５９分 再開） 

○嶋野浩一朗委員長 再開いたします。 

質問はございますか。 

 楢村委員。 

○楢村一臣委員 私のほうは、ちょっと確

認も含めて、２点だけお聞きしたいと思い

ます。 

 まず、１９ページと２１ページにかけて

なんですけども、１９ページの一番下の教

育費、教育総務費で、会計年度任用職員報

酬っていうのがあります。 

 ２１ページの小学校費の中にも会計年

度任用職員っていうことで１２７万円と

教育総務費が５８４万円というふうなこ

とであるんですけども、どういった形で入

れる職員であるかということと人数的な

ことについて、分かればお聞きしたいなと

いうふうに思います。 

 もう１点、２１ページで、実用英語技能

検定料負担金の件についての話が先ほど

あってですね、基本的に３級の受験である

と。人によっては４級からで、人によって

は準２級でというふうな話なんですけど、

基本的なことで申し訳ないですけど、３級

が基本なのかどうかというふうなことも

ちょっと分からなくてですね、４級へ、準

２級へっていう話があるんですけど、基本

的なところの考え方と、４級にされる方と

か準２級にされる方とかっていうふうな

のを学校でどういうふうに決めていくの

か、ちょっと中身について教えていただき

たいなというふうに思います。 

以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わる内容についてご答弁申し上げ

ます。 

 会計年度任用職員の報酬の増額につい

て、こちらは、このたび臨時休校の関係で

夏季休業期間が短縮になったことによる、

会計年度任用職員の方々の勤務日数がふ

えたことによる増額の要求となっており

ます。 

 詳細については、例えば、読書活動推進

サポーター１０日間、スクールサポーター

は２０日間分の増額となっております。 

○嶋野浩一朗委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 教育支援課に関わ

ります内容についてご答弁申し上げます。 

 実用英語技能検定の３級といった基準

ですが、国が定めます基準として、第２期

教育振興基本計画の中でＣＥＦＲと言い
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ますが、Ａ１レベル以上を中学３年生の段

階で身につけさせるということを目標と

しております。 

 こちら、５０％を通過率として目標とし

ておるのですが、本市でもまだ達成はでき

ておりません。 

 大阪府の英語教育推進計画でも、本年度

５０％の３級合格ということを目標とし

ております。ですので、中学校３年生につ

けさせるべき力として適当なものである

と考えております。 

 ただし、先ほども申しましたが、希望に

よって受けていただきますので、まだ苦手

だ、こういった試験を初めて受けるという

ような自信のない生徒にとってもきっか

けとなるよう４級から始めるということ

もありましょうし、既に３級を持っている

んだ、準２級も持っているんだという生徒

も中にはおります。そうした方については

上の級も受けられるようにというふうに

考えております。 

以上でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 教育政策課に係り

ますご質問にご答弁申し上げます。 

 ２１ページ、小学校費の会計年度任用職

員報酬につきましては、新型コロナウイル

ス感染症の影響下、何人かということでご

ざいますが、夏休み期間に給食を実施いた

しますので、給食調理員の会計年度任用職

員のその間の報酬でございます。新型コロ

ナウイルス感染症の影響でございます。 

 また、人数につきましては、毎日来てい

る会計年度任用職員が７人、パート勤務が

４人となっております。 

以上でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 よろしいですか。 

 ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 以上で質疑を終わ

ります。 

 暫時休憩いたします。 

（午後１時０５分 休憩） 

（午後１時０６分 再開） 

○嶋野浩一朗委員長 再開いたします。 

 議案第６０号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 １点だけお伺いします。 

 現状、指定都市におきましては、こうい

う資格を取る研修の制度が、今度、中核市

まで伸びるというような制度に変わると

いうふうに聞いております。 

 そこで、１点確認ですが、現状では、摂

津市は中核市でも指定都市でもないので、

大阪府のほうで受講されるというふうに

聞いてます。 

 例えば、現状では、指定都市、大阪市で

すけども、そういったところが、例えば摂

津市の人も受けられるのかどうかという

確認と、この後、中核市に伸びていくこと

によって、例えば隣の市である中核市の吹

田市とかでもそういうことができるよう

になる見通しがあるのか、その点について

の確認だけ、１点お伺いしたいです。 

○嶋野浩一朗委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 まず、現状でご

ざいます。 

 指定都市のほうが今年度からこの支援

員の研修、資格研修のほうを実施できるよ

うになりました。 

 直近で確認をしますと、まだ、大阪市、

堺市とも、今回、社会事情といいますか、

新型コロナウイルス感染症の関係もあり

まして、この研修のほうの実施にはまだ至
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ってないというふうに聞いております。 

 今後、指定都市、また中核市のほうでこ

の研修が行われるようになった場合には、

まず、やはり、実施する市のほうでこの資

格を持っている方が充足しているかとい

うのがまず第一で、研修を実施される市に

とっては一番大事なところになってくる

と思いますので、そこが充足した折には、

他市の枠といいますか、そういうものも設

けられるのではないかなと。 

 実際、この実施に当たっての要項の中で、

どういう方に受講要件があるとまで定め

られておりませんので、それぞれの中核市、

指定都市が受講要項のほうを定めてまい

りますので。 

 ただ、今後については、恐らくそういう

枠も設けていただけるということは考え

られるのかなというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ここについてはそうい

ったことが予想されるということです。 

 現状、吹田市とかが府のほうで使ってい

た枠が空くということも予想ができます。

その分、摂津市も少しは恩恵を受けられる

のかなと。 

 この摂津市で働いている人の大部分が

摂津市近辺に住んでいると思います。 

 その中で、例えば吹田市や高槻市で受け

られるというのは利便性、交通の利便性も

ありますし、結構長い時間の研修を受講さ

れるというふうにも聞いておりますので、

移動のストレス、移動時間の短縮とかにも

なりますので、その辺ちょっと他市との連

携をしていっていただいて、なるべく早く

いろんな市で受けられるよう、要望として

おきます。 

 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 ほかにございます

か。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 私も基本的なことをお聞

きして確認しておきたいと思います。 

 中核市でもこの資格認定の研修を受け

られるということでありますが、現状、摂

津市の支援員の中でですね、この資格研修

の受講が済んでおられる方と、まだ受けて

おられない方で必要な方というのがどの

ぐらいになっているのか。現状認識として

ちょっとお聞かせください。 

○嶋野浩一朗委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 これまで、この

資格研修を受けられた方につきましては、

４６名おられます。 

 その中で退職された方もおられまして、

現状では４３名の方が資格保有者となっ

ております。 

 今回、１クラス４０人体制ということで、

クラス数もふえておりますので、さらに５

名から６名の人数が少なくとも必要にな

ってくるかと考えておりますので、今年度、

その者について受講をさせていただきた

いと思っております。 

 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 学童保育については、体制

の整備等、４０人クラスであったり、学童

児童の拡大等で人員の確保も大変だとい

うような状況が続いている中でですね、安

全な学童の保育を実施してもらうために

この研修をしっかり受けて生かせていっ

ていただきたいなというふうに思います。 

 これは、正規の指導員だけではなくて、

週５日未満の指導員を含め、フリーの方も

含めて全て受けていただくというような
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方針になっているのか、希望者だけという

ことになっているのか、その点、ちょっと

聞かせてください。 

○嶋野浩一朗委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 今、指導員の構

成としましては、正の指導員、それから担

任補助、それと加配等の補助となっており

ます。 

 我々としましては、正の指導員と担任補

助、ここについては必ず受けていただきた

いと、１クラス２名は確保していきたいと

いうふうに考えております。 

 また、その後ですね、クラスがふえるの

であるとか、退職の方も出てくることも考

えられますので、やはり補助の指導員等に

も、希望があれば受講していただきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 ほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 以上で質疑を終わ

ります。 

 続きまして、議案第６３号所管分の審査

を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 質疑なしと認め、質

疑を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

（午後１時１３分 休憩） 

（午後１時１４分 再開） 

○嶋野浩一朗委員長 再開いたします。 

 次に、議案第６１号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 今までは時限法という

ことで特例というか、それまでの間に３歳

からの移行先を決めてくださいっていう

条例だと思うんですけど、それが今回、期

限がなくなったというような条例改正案

だと思います。 

 ただ、現状ですね、ゼロ歳から預けてた

子が３歳から急に保育所に預けなくてよ

くなるっていうのは考えにくいことなん

ですけども、これが、この条例改正が適用

されますと、今後摂津市においてはどうい

う状況になり得るのか。現状的には、次の

ところを個別対応で確保できているって

いう状態なのか、ちょっと難しいっていう

状況なのか、そこのちょっと確認だけお伺

いしたいです。 

○嶋野浩一朗委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 連携施設の設定

ということですけれども、条例の中では、

令和６年度末までに連携施設を設定しな

ければいけないということでございます。 

 現状におきましては、小規模からの卒園

児については、利用調整をする中で加点を

しておりまして、現状としては認可保育所、

もしくは認定こども園に優先的に入園し

ていただいてます。 

 今後も引き続き、そういった形で優先的

に入園していただくということで、卒園し

てから待機にならないというふうなこと

を実施してまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 具体的な数としてはゼ

ロという認識で分かりました。現状に関し

てはそこでいけているということで理解

しました。 

 ここにはない分ですけども、認可外であ

るとか、そういった方々もあると思うんで
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す。そこら辺のフォローも、この条例外で

はありますけども、ちょっとやっていただ

きたい。 

 行く先がないというのは本当に路頭に

迷うみたいな感覚と一緒ですので、働き先

も考え直さないといけない、死活問題にな

ると思いますので、摂津市は小さいまちで

すので、そういった手を差し伸べるという

のは、数もそんなに多くないと思いますの

で、必ずやっていただくよう要望しておき

ます。 

 もし、それがちょっと崩れそうなのであ

れば、また、随時報告をしていただきたい

なと思います。 

 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 ほか、ございますか。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 連携施設の設定も緩和を

してきているというのがこの間の流れだ

と思うんですね。 

 条例で連携施設を設定しなければなら

ないというのも、延長されて令和６年とい

うことになった。 

令和６年までに連携施設を設定するの

もなかなか難しいという状況の下で小規

模保育事業所の連携施設、特に卒園後の行

き先としての連携施設を事業所内保育事

業者でもオーケーだという緩和をされて、

さらになおかつ、この条例によると、引き

続き必要な教育・保育が提供されるよう必

要な措置を講じるときは、連携施設を設定

しなくていいというようなことで、緩和に

つぐ緩和ということで、非常に制度設計そ

のものに疑問を感じるわけです。 

 ただ、今、お話がありましたように、摂

津市では小規模事業者が五つある中で、優

先的に入園できるような加点をされてい

るということでありますので、当面はいけ

るのかなというふうに思っていますが、し

かし、制度上から考えると、やはり３歳卒

園後の行き先のためにつくられる連携施

設をこのままでいいのかというのは問わ

れていると思うんですね。 

 ここにあります、市長が引き続き必要な

教育・保育が提供されるよう必要な措置を

講じているときという、必要な措置を講じ

るというのは、先ほど言われたように、加

点をして優先的に入れるというようなこ

となのか、そういうふうな措置は講じたけ

れども、今と違ってもっと厳しい状況の下

で加点をしても入園先が見つからないよ

うなケースが出てくることも想定しない

といけないんですけども、そういった点も

やはりきちんと入園させるということを

必要な措置と見るのかですね、その点のち

ょっと考え方を聞かせてください。 

○嶋野浩一朗委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 卒園後の行き先

ということで、我々としては、優先的に、

まず、その卒園児については入園していた

だくということで調整しておりますが、今

後も保育所の定員を考えましても、２歳枠

と３歳枠、大きく開きがありますので、待

機とならないように調整できるかと考え

ております。 

 今回このように条例の改正をしたいと

考えておりますが、まずは第一に連携施設

の設定というのは取り組んでまいります。 

 この連携施設の設定というのは、あくま

で小規模保育事業者が主体となって進め

ていくのですけれども、我々も設定に向け

ていろいろ支援はしていきたいというふ

うに考えております。 

○嶋野浩一朗委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 連携施設設定は小規模事

業者ではありますから、努力してもらわな
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いといけないわけです。ただ、やはり施策

として小規模事業者を募集していたと、ゼ

ロ歳、１歳、２歳の待機児童を解消すると

いう意味合いもありますし、事業者の側も

小規模であれば参入しやすいということ

もあって、こういった制度になっているわ

けですから、制度上の矛盾によって、子ど

もが非常にふえたときに、待機児童があふ

れかえってしまって、連携施設がなくて、

必要な措置を講じても入れないような状

況が生まれるということをやはり想定し

ておかないといけないと思います。 

 その中で摂津市として、どういうふうな

状況であっても、連携施設として３歳卒園

後の行き先は必ず確保すると、そういった

意味合いの位置づけでやっていただきた

いということをちょっと申し上げておき

たいというふうに思います。 

 今後いろいろな緩和措置があるかと思

いますが、小規模事業所をどんどんふやし

ていくということもやはり考えていかな

いといけないのかなというふうに思って

います。 

 本来は、必要な方が希望する保育園に入

れるような状況をつくっていれば連携施

設云々というようなことではなくなるわ

けですので、その辺の整備ですね、今年度

も数十所の新たな認可保育所を予定され

ているというふうに聞いておりますので、

また、そういったところも見ながら、小規

模保育事業所の連携施設の設定が難しい

という矛盾も何とか解消できるような施

策を進めていっていただきたいと要望し

ておきたいと思います。 

○嶋野浩一朗委員長 ほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 以上で質疑を終わ

ります。 

 次に、議案第６２号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 いいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 質疑なしと認め、質

疑を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

（午後１時２３分 休憩） 

（午後１時２４分 再開） 

○嶋野浩一朗委員長 では、再開いたしま

す。 

 次に、議案第３８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 １点だけお伺いします。 

 内容が、この次の議案第６６号に関わっ

ている分の補正だと認識してます。 

 ちょっと１点だけお伺いしたいのが、こ

の新型コロナウイルス感染症においてで

すね、自粛期間中におきまして自宅にいる

時間が長くなったというふうな、ほとんど

の人がそうだと思います。 

 その中で、例えば水道料金で、この３月

から５月ぐらいですかね、通常より料金収

入が上がっているのか、ちょっと１点、そ

こをお伺いしたいなと思います。 

○嶋野浩一朗委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬料金課長 それでは、新型コロナウ

イルス感染症関連で、３月、４月、５月の

水道使用料の傾向につきまして、ご答弁さ

せていただきます。 

 現在、令和２年３月、４月、５月分につ

きまして、前年度の３月、４月、５月との

比較をさせていただいております。 

 全体的な傾向といたしましてですが、ま

ず３月につきましては、一般利用について
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はほぼ影響が出ていない状況でございま

す。ただし、口径１５０ミリ、２００ミリ

の大企業につきましては、若干の低下が見

られております。 

 続きまして、この４月でございます。４

月につきましては、一般的に使われます１

３ミリ及び２０ミリの口径の使用につき

ましては、若干の増加というふうになって

おります。ただ、個別に見ますと、世帯の

中で大きくふえている世帯もあれば、大き

く下がっている世帯もございます。 

 分析をしましたところ、ふえている世帯

につきましては、やはり自宅待機等で家に

いる時間が長くなったためふえていると。

ただし、減っている世帯につきましても、

例えば一人暮らしの方が仕事がないので、

学生が実家に帰ったり、部屋を空けられた

りで、あと、小規模の商店等で全く水を使

わないというような状況から、プラスマイ

ナスゼロぐらいの感じで推移しておりま

す。 

 一方、中口径、口径２５ミリ以上の口径

につきましては大幅に水量が減っている

状態でございます。 

 これは、５月につきましてもほぼ同じ傾

向というふうになっております。 

 水道使用料金でございますが、税抜きベ

ースでございますが、４月、５月で月約１，

０００万円ほど水道使用料が低下してい

るという状況になっております。 

 以上でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ご答弁の中でありまし

た、３月は影響がない、４月が若干、個別

の家庭に関してはふえていると、ただ、小

規模の店舗とかが動いていない影響でプ

ラスマイナスほとんどゼロぐらいになっ

ているんじゃないかなという説明を受け

ました。 

 ただ、その中で各家庭に関しては恐らく

上がっているというような認識なので、今

回の新型コロナウイルス感染症対策とい

うこともありまして、一般料金を下げられ

るということだと思うんですが、最後、１

点確認だけですが、水道料金が４月に関し

ては１，０００万円の収入が減していると

いうことですけど、今回、それに関しては

この補正には入っていないということで、

今後最終の分で出てくるというような認

識でいいのか。それが、今後、この状況が

続けばどれぐらい下がる見込みなのか、最

後、それだけお伺いしたいです。 

○嶋野浩一朗委員長 谷内田課長。 

○谷内田経営企画課長 それでは、補正予

算の内容につきまして答弁申し上げます。 

 今回の補正の内容といたしましては、ご

指摘頂いていますとおり、新型コロナウイ

ルス感染症の支援対策としての減額、それ

に対応する水道料金の減、それから、一般

会計で相当分を負担していただくという

ことで一般会計からの入、それが中心にな

っております。 

 水道料金自体の減収については、先ほど

柳瀬課長からもお話がありましたとおり、

月１，０００万円単位で前年比で減収とな

っておりますが、この分に関しては予算に

は今のところ反映いたしておりません。 

 今後、新型コロナウイルス感染症の影響、

社会経済活動が再開されてきましたので、

今後どれぐらいの影響が出るのかを見極

めた上で、最終的に歳入の補正が必要なの

かどうか、改めて判断させていただいて、

やはり必要であるということになりまし

たら、改めて補正予算を提出させていただ

きたいと思っております。 

 以上です。 
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○嶋野浩一朗委員長 ございますか。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 新型コロナウイルス感染

症の影響でいろいろな対策が打たれてき

ている中で、全ての市民が日常生活の中で

使う水道料金の負担軽減ということで実

施されることについては、一定、評価した

いと思います。 

 その上でお聞きしたいんですけれども、

大阪府内の市町村を見ますとですね、半分

以上で何らかの形で減免措置を取ってお

られます。 

 大阪広域水道企業団議会で事業統合さ

れている自治体でもほぼほぼ減免を、一般

会計から繰入れをして減免をされており

ます。 

 その内容等を見ますと、基本料金全額を

４か月とか６か月とか減免するとか、摂津

市のように半額を４か月というようなと

ころもあるかと思うんですけれども、この

基本料金の半額といいますと、大体税抜き

でいうと、１か月３４０円ぐらいになるん

でしょうか。４か月ですと１，３００円ぐ

らいになります。 

 １軒１軒にすると非常に額的には小さ

いものかもしれませんけれども、高いと言

われている水道で、しかもいろいろな水道

事業会計が苦しいという中でも、市民生活

を見て一定の減免をしたというのは、それ

はやっぱり市民に対するアピールにはな

るんだろうとは思いますが、他市と比べて、

基本料金が半額で４か月という、その判断

基準をどんなところからされたのか、一般

会計の繰り入れですので、政策的なものも

あるかと思いますけども、ちょっと水道事

業としてどのように考えておられるのか、

また受水費等も大阪広域水道企業団議会

のほうの統合団体の団体が値下げをやっ

ている中で、本体の大阪広域水道企業団議

会の水道料金そのものを変動されるとい

うような可能性はあるのかどうなのか、そ

の点、ちょっと聞かせてください。 

○嶋野浩一朗委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬料金課長 それでは、今回の減免が

４か月５割減免につきましてのご答弁を

させていただきます。 

 まず、期間につきまして検討させていた

だきました。 

３月に新型コロナウイルス感染症の影

響が拡大し、スポーツジム等の利用自粛、

文化イベントの自粛、学校の休校、また、

ＷＨＯがパンデミックを表明し、外出自粛

が始まりました。 

 ４月には緊急事態宣言、外出自粛、テレ

ワーク推進、休業要請など本格化いたしま

した。 

 ５月は、緊急事態宣言は継続し、５月２

５日に、全面解除となりましたが、６月に

入りましても、自粛は継続し、収束に向か

いつつありますが、まだ警戒が必要な段階

であるということで、我々といたしまして

は、３月から６月の４か月間が新型コロナ

ウイルス感染症による影響が甚大であっ

た期間であると認識し、その４か月間につ

きまして水道料金の減免を行うというこ

とで検討をさせていただいております。 

 また、５割という減免額でございます。

今回の減免に関しましては、先ほど、委員

からのご質問の中でございましたとおり、

一般会計からの繰り入れを原資としてお

ります。 

 我々といたしましても、大きければ大き

いほどその効果は高いというふうに考え

ておりますが、この限られた原資の中で４

か月の減免を行うことから、５割の減免が

妥当であると判断し、また、北摂他市の状
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況を勘案し、バランスを取った形での減免

率とさせていただきました。 

 以上でございます。 

○嶋野浩一朗委員長 谷内田課長。 

○谷内田経営企画課長 それでは、大阪広

域水道企業団議会の水道料金について答

弁申し上げます。 

 ただいま、大阪広域水道企業団議会でも

令和元年度の決算を受けまして、用水供給

事業の料金の値下げについて検討されて

いるということはお伺いしておりますけ

れども、最終的にこの減額を実施するのか

どうかという最終結論には至っていない

というふうにお伺いしております。 

 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 この４か月間の生活状況

から勘案して４か月の水道減免というこ

とで判断されたということであります。 

 今後、緊急事態宣言が解除されて経済活

動も徐々に再開をされていく中で、どのよ

うに市民生活、それから市内の経済活動が

どう推移していくのか、これをやっぱり注

視していかないといけないと思いますが、

私どものところに届いているお話でいく

と、この４か月間の大変さというのは、こ

れから特に中小零細企業の場合、支援が間

に合わずに廃業ですとか、解雇であるとか

いうことでいうと、家庭、家計というのは

非常にしんどい状況が生まれてくるので

はないかと非常に危機感を持っておりま

す。 

 電気代が払えなくて明日にでも止めら

れてしまう、ガス代、水道代が払えないと

いうような、ぎりぎりのところまでいくよ

うな方々がこれまで以上に出てくるので

はないかなと。 

 そういったときに、水道というのは命に

関わる問題ですので、きちんと支払い猶予

であるとか、相談に来られれば乗っていた

だいているものだというふうに思うんで

すけども、この間の数箇月ですね、一、二

か月の状況で水道料金の相談であるとか、

支払い猶予であるとか、分納等を希望され

るような方の状況が実際にはあるのかど

うなのか、１点お聞かせいただくとともに、

一緒に聞いておきますが、やはり今後の家

計や経済状況の推移を見ながら水道料金

の減免については、４か月とは言いますけ

ども、状況次第によっては延長ということ

も視野に入れていく必要があると思いま

すが、その点の考えについてもちょっと聞

かせておいていただきたいと思います。 

○嶋野浩一朗委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬料金課長 それでは、私のほうから、

この新型コロナウイルス感染症に伴う支

払いの納付相談の件数等につきましてご

答弁させていただきます。 

 ６月１０日現在の数値でございますが、

８４名、件数にして９１件、一人の方で複

数の水栓を持っておられる方がおられま

すので、８４人、９１件のご相談がありま

して、その都度、その状況をお伺いして、

１か月ないし２か月程度の徴収猶予をさ

せていただきまして、また、その期間が切

れましたら再度ご相談いただくという形

で、柔軟な形で対応をさせていただいてい

るところでございます。 

 また、今後の減免の継続等につきまして

ですが、社会情勢等、新型コロナウイルス

感染症の影響等を勘案して今後も継続す

るのか、また、新たな施策を打つのか、市

全体としてどのような対策ができるのか

を検討した上で、そのときの一つの手段と

して水道料金の減免を検討してまいりた

いというふうに考えております。 
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 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 そういう要望をしておき

ます。 

 電気、ガス、水道ですね、本当にライフ

ラインになります。支払いは、事業をやっ

ておられる方はですね、商売でまだ収入が

入ってこない中でいろいろな固定経費が

かかって、家賃であり、リース料であり、

光熱費であり、人件費であり、様々な支払

いに追われてしまっている事業者の方も

たくさんいらっしゃって、手がつかないと

いうようなお話もお聞きすることがあり

ます。 

 その中で、やはり自治体として、ある意

味、社会保障の一つとして、もちろん公営

企業という性格を持ち合わせながらも社

会保障の一つとして水道事業があるわけ

ですので、支払い猶予等、ぜひ相談は丁寧

にやっていただきたいなと。 

 その上で、検針で請求書を出される際に

は、もちろん今回の減免についてもきちん

と周知していただいて、これだけ下げさせ

てもらったと、頑張ってくださいという意

味合いを込めて周知していただきたいん

ですが、同時に、支払いで困っておられる

方については、支払い猶予の制度、分納の

制度があるので、今回ばかりはちゃんと相

談してくださいねと、放っとかないでくだ

さいねということを一緒に通知していた

だくよう、それは要望しておきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○嶋野浩一朗委員長 ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 以上で質疑を終わ

ります。 

 次に、議案第６６号の審査を行います。  

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 質疑なしと認め、質

疑を終わります。 

 続きまして、議案第６８号の審査を行い

ます。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 質疑なしと認め、質

疑を終わります。 

  暫時休憩いたします。 

（午後１時４２分 休憩） 

（午後１時４３分 再開） 

○嶋野浩一朗委員長 再開いたします。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 討論なしと認め、採

決いたします。 

 議案第３７号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 議案第３８号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 議案第６０号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 
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 議案第６１号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 議案第６２号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。 よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 議案第６３号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 議案第６６号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 議案第６８号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 全員賛成。よって、

本件は可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 暫時休憩いたします。 

（午後１時４５分 休憩） 

（午後１時４６分 再開） 

○嶋野浩一朗委員長 再開いたします。 

 本委員会の所管事項に関する事務調査

について協議をさせていただきます。 

 委員会の行政視察については、５月に実

施予定で進めておりましたが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため、４月１５

日付で延期に係る通知をお送りさせてい

ただきました。 

 その後、６月１日に各委員長で委員会の

行政視察について協議をいたしまして、緊

急事態宣言は全国的に解除されましたが、

引き続き、３密を避けるなど感染症への防

止対策を講じる必要がある状況下におい

て、委員会の行政視察を行うことは困難と

いうことが確認をされました。 

 これを受けまして、令和２年度につきま

しては、本委員会の行政視察を中止させて

いただきたいと思いますけれども、皆さん、

いかがでしょうか。よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○嶋野浩一朗委員長 異議なしと認め、そ

のように決定をいたしました。 

 以上で、本委員会を閉会いたします。 

（午後１時４８分 閉会） 
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